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1959年から� 1960年にかけて，十勝地方を中心

として大豆� K生育異常{肉体が発生した。過去に沿

いて，との種の異常個体が発生した事実を記載 し

た例はない。とれらの{肉体で形態的危異常が判然

とするのは，異常{同体の草丈の伸長が伴止す る� 7

月下旬以降である。従来，萎縮:伏の生育不良個体

が道南地方で多発ーし，十勝でもその発生が認めら

止しているが，ととで述べる生育異常とは明らかに

症状が異主主る。異常伊|休の!}目花期は正常!1Ii 1休より

約� i週間早まり ，その後の生育が停止するため正

常伺休との聞に差を生 じ，特に葉色の濃緑化する� 

l時期jが早まるために，発生照度が低くても容易K

発見できる。その他， 分校数，稔決*-数友 ども正

常{肉体rci茨べて劣 り，発生朔度の高い圃場では収!

量が激減する。したがって，異常例休の多発した� 

第� 1図 大豆の生育異常側外;� 
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fiZfの圃場では著 しい減収と たった。 一方，積子

の次代に及ぼす影仰が不明のため，採値の方法も

問題化した。そ とで，筆者らは� 2カ年Kわたって，

との現象を調査し，異常個体の次代への影響につ

いても検討を加えた。

調 査 結 果 �  

1 形態的な特徴

正常 ~司休 と異常個体について， 車:丈伸長の推移

ゐよび成熟j切における主要形質を調査して，その

異常性を検討し?と。

第� 1表に示 した よう� rc，正常イ肉体がな治伸長を

続けている� 7月下旬から� 8月上旬にかけて，とれ

らの異常{同体は既に，完全に伸長を� '伴止し， 品種

によっては，成熟期� jの草丈が正常個体の半分以下

になるこ とを認めた。

第� 2表の諸形賓のう ち，千粒Iti� :rcは一定の傾向

が認められ友かった。主茎の花梗の発達は異常例

第� 2図 異常個体の生長点

A 正常個体，� R.C.D 央常間体

矢印 l 土生長，I~:の{屯lì1を示す

f 十l防支場
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